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 近年の中国古代研究は、考古発見のめざましい成果を背景にして、地域のフィールド調査に根ざし
たより緻密な地域史研究として展開している。本論文は、まさにそのような古代四川の地域文化研究
としての成果を一つにまとめたものである。 
 盧丁氏は四川大学芸術学院の教授として、四川の考古学、歴史学、美術史の方面でフィールド調査
を行い、その報告をいくつかの出版物としてまとめてきたが、このたびその成果を基礎にして、四川
の古代文明がどのようにして形成され、展開したかを、本論文において具体的に実証的に論述してい
る。その成果を早稲田大学に学位請求論文として提出するのは、本研究が２１世世紀 COE プログラム
“アジア地域文化エンハンシング研究センター”における共同研究の成果であるからである。 
 本論文の構成とその要旨は以下の如くである。導論：古蜀文化研究に内在する大きな問題は、当該
時代の文献史料がきわめて乏しいことであり、そのため考古資料を中心として、民族学などの関連諸
分野を綜合して検討する。第一章「四川川西平原周辺における農耕文化の出現と川西平原の農耕地区
の形成」：四川の古代文明成立の基盤としての農耕文化と城址群の成立を論ずる。川西平原地区の新
石器文化の源流は、平原の周辺地区、とくに岷江上流域で、この地で遊耕牧畜の生活をしていた住民
が平原地区に移動し、集約化された定住農業を開始した。この時期、平原の台地に宝?遺址に代表され
る城址が形成されるのは、いわゆる都市文明の成立を意味するものではなく、洪水・冠水防止の施設
としてであるが、それが同時に定住農業の開始を意味する。第二章「三星堆～金沙文化時代－川西平
原における早期文明国家の成立と発展－」：三星堆遺址と金沙遺址は、川西平原に出現した早期の古
代文明国家であるが、しかしそれが甲骨文・周原甲骨文・『尚書』牧誓篇等にみえる“蜀”であるか
は疑わしい。この“蜀”は四川西北部と甘粛・陝南が境を接する地区を指す。三星堆・金沙遺址から
古蜀の宗教文化を復原することは困難を伴うが、中原や長江中下流域の文化の影響を受けているとと
もに、濃厚な地域文化を具えていることが知られる。第三章「船棺葬文化時代－文化の多元的発展－」
：前８世紀前後、川西平原に都市文化が発展すると、それとの商品交換を通じて川西平原周辺の資源
地区の地域文化が興隆し、文化の多元性が生まれた。たとえば川北～川西平原で船棺葬が出土するの
はその現れの一つであり、春秋･戦国時代のいわゆる“巴蜀文化”はこうした平原の都市文化と平原周
辺の多元文化が融合したところに形成されたもので、川西平原を中心とし、その周辺および川東の丘
陵地域に展開した地域文化である。この巴蜀文化と三星堆・金沙時代の古蜀文化のあいだには、明確
な相違がある。すなわち古蜀文化は川西平原を中心に発展した都市文化であるのに対して、巴蜀文化
は平原周辺の地域文化が平原文化に融合した後に発展した多元的文化である。戦国時代になると、巴
文化と蜀文化は融合して一体となった。秦は巴蜀を滅ぼすと、李冰によって川西平原の灌漑施設と水
路運輸を整備し、大量の移民のための基盤を準備した。始皇帝の時代、こうした大量の移民の到来に
よって、巴蜀文化は最終的に消滅した。第四章「川西平原の周辺地区に対する古蜀文化の影響」：第
四章：巴文化は川西平原と江漢平原の高度な青銅文化の影響下で生まれた地域文化であるが、川東の
丘陵地区は川西平原と経済的一体性を持っていたため、巴蜀両地は文化的共通性を持っていた。また
岷江上流域の石棺葬文化と塩源の青銅文化も、平原周辺の交易や手工業資源の開発にともなって興起
した地域文化とであろう。この二つの地域文化の遺物から、四川西部の雅?江・大渡河・岷江から構成
される“南北遊牧文化走廊”が戦国～漢代にすでに形成されていたことが知られる。結語：長江上流
の四川地区の古代文明は、川西平原の農耕の発展を基盤としている。古蜀史の研究は考古資料を中心
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 に行わざるをえないが、その解釈をめぐってさまざまな問題がある。そこで本論文では宝?文化・三星
堆文化・船棺葬文化・巴文化・石棺葬文化などに対して、その解釈の方法の在り方を併せて検討した。 
 導論でも述べているように、四川の先秦史に関する文献史料は乏しく、考古学資料に依拠する部分
が大きい。その考古学資料も時間的・地域的な空白が多く、さらに四川盆地の周辺には農耕以外の生
業に従事した諸民族が分布し、これら諸民族との関係についても考えなければならない。このような
四川先秦史研究の特殊性は、早くから認識されていて、とくに四川省を含む中国東南地域の歴史研究
を主導してきた四川大学では、これまで歴史・考古・民族を融合した研究を意図し、その研究が目指
したものは、四川大学の故童恩正教授の著作『古代的巴蜀』（四川人民出版社 １９７９年）からう
かがい知ることができる。しかし１９８０年代以降、考古・民族資料は増加しているにもかかわらず、
四川の先秦時代史を体系的に検討する試みはあまり行われてこなかったといえる。本論文の最大の特
徴は、これまで廬丁氏が行ってきた各分野での研究を総合し、考古・民族資料を存分に活用すること
で、先秦時代における四川の地域史を体系化したことにある。以上の諸点を勘案して、本論文を博士
（文学）の学位に値するものと判断する。 
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